
 

 

 

この度、市内では３か所目、緑区では初めてとなる児童養護施設「メレ・オハナ」を社会福祉

法人相模福祉村が開設しましたのでお知らせします。 

 

様々な理由により、保護者がいない、適切な養育が受けられない子どもがいます。 

児童養護施設は、このような子どもが安心して生活し、また、子どもが自立する援助を行う

施設です。入所した子どもはここでの生活を通して、社会で生きていく力を育みます。 

そして、「メレ・オハナ」には、地域交流スペースも設けられています。地域の方々と一緒に子

どもを育てたい、また、子どもたちが地域で安心して健やかに育って欲しいそのような想いが

込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 所 日 令和８年４月１日（水） 

２ 所 在 地 相模原市緑区原宿南２－４－５ 

3 定 員 ３６名 

４ 施 設 長 守屋 久 

５ 運 営 社会福祉法人 相模福祉村 

６ 取材について 

 令和８年４月１１日（土）午前 11 時から開所

式を開催します。 

取材を希望する報道機関につきましては、

４月１０日（金）1７時までに問合せ先に御連絡

ください。 

【問合せ先】 

こども家庭課 

直通電話 042-769-9811 

児童養護施設「メレ・オハナ」が開設されました 

令和８年４月１日 

相模原市発表資料 

施設名「メレ・オハナ」に込められた想い 
 

メレ・オハナ（Mele’Ohana）とは、ハワイ語で「家族（オハナ）の歌（メレ）」という意味です。 

ハワイ語の家族（オハナ）は、単に「家族」を意味するだけでなく、血の繋がりを超えた一緒に暮らす人た

ちの「絆」や、「支え合う仲間」を意味する深い概念です。また、歌（メレ）は、この家族で歌った歌が、子ども

達の心の支えや応援歌、ときには道標になるようにといった想いが込められています。 

内装には｢さがみはら 

津久井産材｣を使用し、 

ぬくもりが感じられます 

【地域交流スペース】 

【建物外観】 


